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課題

⚫ 東三河地域内の交通モードの情報と目的地（おでかけ情報）が広域で連携していないため、「そこにいけるかどうか」が「正しく伝わらない」、「わからない」ことで、公共交通を使って目
的地へ行くきっかけが失われている事

事業エリア
/交通事業

[交通サービスの高度化（マルチモーダルかつシームレスな移動体験の提供）]
⚫ 【交通サービス】…東三河全公共交通機関
検索 ： 渥美線、市内線、豊鉄バス、東三河市町村コミュニティバス（＋名鉄、JR）
手配 ： タクシー（豊鉄タクシー他）
決済 ： 各種企画切符をデジタルチケット、地域コンテンツ割引クーポン

[モビリティ・データの取得と活用]
⚫ 利用状況（デジタルチケット購買データや当社IC明細）による人口流動から活用

検討

[エンドコンテンツとの連携]
⚫ 東三河8市町村や各市町観光協会など地域の情報を連携（掲載⇒経路検索）

⇒愛知県公式観光ガイド 「Aichi Now」 と紐づけ（API）により情報自動取得
(済)

１．東三河MaaS「いこまい」 実証運用…R7.4～R8.3
２．地域情報掲載…地域の情報（催事、おでかけ情報、その他）を地域（市町村、観光
協会等）が自らアプリにアップできる機能の追加
３．交通サービスの高度化…ロケーションシステムの実装（豊鉄バスナビの改装と、
「いこまい」との連携）…「豊鉄バスナビ」に渥美線・市内線・豊橋市コミュニティバス
を追加。東三河MaaSと連携させる。
４．周知宣伝…東三河地域にて当該MaaSの周知宣伝を行い利用につなげる

座組

事業の
新規性

◼ 東三河地域において、地域の旬な情報（観光・生活）と公共交通情報が連携

◼ 東三河広域の交通モード（JR/名鉄除く）のロケーションシステムの構築

◼ 東三河８市町村が連携する唯一の交通アプリ

データの
活用等

◼ データの取得方法 

・デジタルチケットは管理画面から購入者属性、購入履歴

・GA4タグを埋め込み、ユーザー数、ビュー数、エンゲージメント時間を取得

◼ データの活用方法 …顧客のサイト回遊状況を把握し、利用度の高いサイトへアップデートする

ＭａａＳ
アプリ等

スケジュール

プロジェ
クト概要

効果

⚫ ばらばらで断片的であった交通情報とお出かけ情報が連携し検索できることで、
移動のハードルを下げ、公共交通利用促進へつなげる。

東三河地域（豊橋市・豊川市・蒲郡市・新城市・田原市・設楽町・東栄町・豊根村）

/東三河８市町村コミュニティバス、豊橋鉄道㈱、豊鉄バス㈱、豊鉄タクシー㈱、名古屋鉄
道㈱

２２

⚫ 名古屋鉄道が運営するエリア版MaaSネイティブ
アプリ「CentX」の機能提供を受けたMaaSアプ
リ（WEB版）

東三河MaaS「いこまい」推進事業│ 豊橋鉄道株式会社

【通年】

実証運用：R7.4～R8.3

東三河MaaS「いこまい」 実証運用

⇒周知宣伝

【機能改修】

地域情報掲載 / 交通サービスの高度化

04月  要件定義

04～12月 システム開発

01月       実証運行

02月      効果測定
愛知県

(オブザーバー)

豊橋鉄道

東三河８市町村
豊橋市・豊川市
田原市・新城市
蒲郡市・設楽町
東栄町・豊根村

仮称：東三河MaaS推進委員会
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